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公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１９事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１９事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１９事業年度に関する業務実績の評価について公立大学法人和歌山県立医科大学の平成１９事業年度に関する業務実績の評価について

和歌山県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法第２８条

の規定により、公立大学法人和歌山県立医科大学（以下「法人」という。）の平成１９年度業務実績に

関する年度評価を実施しました。

年度評価は、中期計画に基づき法人が作成した年度計画について、評価委員会が当該年度の実施状

況の調査及び分析を行い業務実績全体について総合的に評定を行うものです。

今回の年度評価は、平成１８年４月に法人設立後、２回目の評価で、法人の自主的・自律的な運営

及び大学の教育研究の特性に配慮しつつ、法人から提出された業務実績報告書及び法人に対するヒア

リング等により、年度計画の実績及び法人の自己評価の妥当性を総合的に評価しました。

評価委員会としては、今回の年度評価の結果が今後の法人及び大学運営に積極的に活用され、効率

化、活性化等が図られることにより、教育研究が一層充実する一方で、法人の業務運営状況について、

県民の理解が深まることを期待します。

なお、今回の評価委員会による年度評価を踏まえ、翌年度以降の年度評価について、改善・充実を

図ることが重要であると考えています。

平成 年 月 日

和歌山県公立大学法人評価委員会
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第１ 全体評価第１ 全体評価第１ 全体評価第１ 全体評価

※素案では、年度計画の進捗状況に大学の自己評価結果を引用した。

１ 総 評１ 総 評１ 総 評１ 総 評

・ 「公立大学法人和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心として、基

礎的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊かな人間性と高邁な倫理観に富む

資質の高い人材の育成を図り、地域医療の充実など県民の期待に応えることによって地域の発

展に貢献し、人類の健康福祉に寄与する」という基本的な目標のもと、平成１９年度は地方独

立行政法人として二年目に当たるが、教職員が一丸となって意欲ある取組と改革を行った。そ

の結果、初年度を上回る成果を上げつつある。

・ 年度計画記載２８７事項の実施状況を確認したところ、７６８１事項が「計画を上回って実

施している」と認められ、また、２０７２０４事項が「年度計画を十分に実施している」と認

められるが、４２事項が「年度計画を十分には実施していない」と認められ、これらを総合的

に勘案し、中期目標・中期計画の達成に向けて、概ね順調に進んでいると認められる。

２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等２ 特色ある取組等

・ 教育面では、平成１８年度に続き、文部科学省の大学教育改革の取り組みに対する各種支援

プログラム等への採用採択、大学院保健看護学研究科（修士課程）及び助産学専攻科の開設に

向けた取り組みが行われた。

・ 研究活動を積極的に展開している中で、「観光医学講座」による社会貢献などは、本学の特徴

と考えられ、今後のさらなる活動を期待したい。

・ 都道府県がん診療拠点病院として化学療法センターを設置し、加えてがん相談支援センター

の相談業務を行う地域相談室窓口を通じ、セカンドオピニオン外来を設けるなど、がん診療体

制のさらなる充実が図られている。

・ 附属病院が平成２０年１月に日本医療機能評価機構に認定されたことを高く評価したい。こ

の認定に向けた努力が医療の質の向上及び患者満足度の向上に貢献すると思われる。この認定

が最終目標ではなくスタートと考え、さらなる努力をされるよう期待する。

・ 平成１８年度に続き、産官学連携推進本部を中心として、外部資金獲得による研究等の質の

向上が図られ、同時に受託研究、寄附講座の開設等を通じて県民・社会にフィードバックされ

る好循環の仕組みが継続されていることを評価したい。

・ 業務運営の改善及び効率化についても、人事の適正化のために、医学部全教員に任期制を導

入したり、女性医師支援センターを創設する等、意欲的な取り組みが見られる点を評価したい。

・ 法人財務については、附属病院収入・産学連携収入及び寄付金収入で予算に対し、１０億６

千９百万円増とし、支出面についてはアウトソーシング等の結果、人件費は予算に対し、５億

３千百万円の減となった。また、棚卸資産の医薬品、診療材料の在庫を１億３千７百万円減少

させるなど、努力の結果、１０億７千２百万円の当期利益となっている。
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第２ 項目別評価第２ 項目別評価第２ 項目別評価第２ 項目別評価

※素案では【評定】全てに、大学の自己評価を引用した。

評 Ｓ･･･特筆すべき進捗状況にある。

定 Ａ･･･順調に進んでいる。

の Ｂ･･･概ね順調に進んでいる。

区 Ｃ･･･やや遅れている。

分 Ｄ･･･重大な改善事項がある。

１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上１ 教育研究等の質の向上

（１）教 育（１）教 育（１）教 育（１）教 育

【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載１１２事項中１１１事項が「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施して

いない」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 文部科学省の特色ある大学教育支援プログラムに採択されたケアマインド教育を充実させ、

老人福祉施設実習、緩和ケア病棟臨床実習、医療問題ロールプレイ等を通じて成果を上げた。

さらに、和歌山ＳＰの会（模擬患者の会）、オープンキャンパス、現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラムに採択された、地域と連携した健康づくりカリキュラムなど、幅のある教育を実践し

ており、地域との関わりも重視している点を評価したい。

・ 「実践的地域医療マインド育成プログラム」が文部科学省の新たな社会的ニーズに対応した

学生支援プログラムとして採択されたこと、「女性医師の出産育児休業からの職場復帰支援」が

地域医療等総合社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラムとして文部科学省

に認定採択されたこと、さらに「チーム医療を推進するがん専門医療医者の育成－集学的治療

から在宅医療そして緩和ケアまで－」が文部科学省のがんプロフェッショナル養成プランに採

択されたこと、大学院保健看護学研究科（修士課程）及び助産学専攻科開設を見たことはいず

れをとっても大きな成果である。

・ 教育内容、実施体制については、情報処理能力、課題探求能力、コミュニケーション能力の

育成に力を注ぎ、大きな成果を上げた。

・ 学生への支援として、健康管理センターの設置、学生が独自に取り組んだ研究課題に対して

支援助成を行うとともに、大学院生に対する長期履修制度や夜間講義など、便宜が図られてい

る。

・ 医師の国家試験合格率が、昨年度の８８．７％から９７％と、目標の９５％を上回り、国公

立大では第３位、公立大では第１位という成績を収め、看護師については１００％、保健師に

ついては９６．５％の合格率を達成していること、また、初期臨床研修医の本学出身者マッチ

ング率が７１％に達していることは、いずれも本学の教職員の努力が結実した成果である。

・ 国際交流センター事務室を設置し、海外の機関との派遣・受入数増加を図り、交流を推進し
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た。

（２）研 究（２）研 究（２）研 究（２）研 究

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載２５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 機能性医薬食品探索講座において、県内特産品の梅を用いての疾病構造の解明と食品新商品

の開発の研究、並びに観光医学講座と病態栄養治療部との連携による疾病患者向けに旅行企画

と食事療法の指導、及び献立栄養指導等、地域産業との共同研究については大いに評価する。

このような観光医学講座については、本県の特産物や観光資源を用いての研究であり、地域貢

献や観光資源を通じて社会貢献するユニークな研究として特筆される。

・ 英文原著論文は国際的に評価の高いジャーナルへの投稿が増加し、総数４７９件という高い

成果を上げるとともに、文部科学省の研究補助額も昨年に比べ著しく増加を見たことは、研究

の水準の高さを示すものである。

・ 病歴部において、院内がん登録を実施したこと院内がん登録の実施、緩和ケアチームや化学

療法センターの設置等により、附属病院におけるがん診療体制の充実が図られた。

・ 特定研究・教育助成プログラム発表会を開催し、４件の応募中１件を採択し、１千７百５０

万円の助成が行われた。

・ ホームページ内容の充実、パンフレット作成、産官学連携推進本部「異業種交流会」開催等

により、共同研究のためのマッチングを促進するための機会が設けられた。

・ 寄附講座、受託研究、共同研究の件数が、前年度より増加している。

（３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院

【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる【評定】Ｂ（概ね順調に進んでいる。。。。）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載６０事項中５９事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施して

いない」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 附属病院では、化学療法センターを設置するとともに、緩和ケアチームやセカンドオピニオ

ン相談窓口を設置し、がん診療体制の強化が図られている。

・ 附属病院が財団法人日本医療機能評価機構の認定を受けたことを評価するとともに、今後も

より質の高い医療の提供を実践されるよう期待する。

・ 医療安全体制の充実のために医療安全推進室を設置し、専任の薬剤師、看護師を配置し、組

織の充実機能の強化が図られている。

・ 病院経営に関してはＤＰＣデータを活用した総合分析システムの導入による効率化を図ると

ともに、未収金対策として、専任職員を配置し、未収金の回収に努力した。また、経費削減の

ため預託方式を取り入れ、院内在庫を縮小管理により効率的な物品管理が行われ、加えてアウ

トソーシングの見直しを行うなど努力がなされたことは、評価に値する。

・ 教育研修では、医学部生の「看護体験実習」実施など、病院における看護サービスの実際を
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学習する機会を設けている。これは、働く看護師にとっても良い刺激になるとともに、多職種

間のコラボレーションを学ぶ良いチャンスでもある。

・ ２００６年の診療報酬改定により新設された「７対１」看護により、加算に伴う看護師不足

は社会全体の課題となってるが、本学では看護師の定着促進に向けた様々な取組が行われてい

る。専門看護師による看護相談も一つの例である。また、保健看護学部の学生数出身者の採用

も安定しているようであり、将来の看護師確保に継続するものと考えられる。

・ 医療安全対策においては、インシデントの分析も行われている。平成１９年度のインシデン

トレポート総数は３，３９６件と、前年度より４５２件増えているが、これは逆にインシデン

ト報告がオープンになってきた証でもあると解釈できる。

・ 病院運営においては、マンパワーが決して十分とは言えない状況において、病床稼働率の上

昇とともに収益も伸びている。しかし、この状態が必ずしも良い状態とは言い難い。安全な医

療サービスを提供していくためには、ある程度のマンパワーの充実が求められる。

・ 看護相談室における相談が月９１．４件と昨年度の２倍以上となった点は評価できるが、同

時に相談担当者の負担が過重とならないよう、相談体制の充実に注意を払う必要があると思わ

れる。

・ 地域社会との交流を深めるため、積極的なボランティア受け入れに努めた結果、前年度の３

倍以上の人数の増加が図られた。

・ 紀北分院の病床稼働率が前年度より改善されたものの目標を下回っており、さらに再整備の

もと改善を講じる必要があるが、本院・分院とも病床稼働率・平均在院日数において前年度よ

り改善されたことは評価に値する。

（４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載１４事項中全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 全学的な地域医療支援のあり方や具体的な事業計画の検討を進めるため、地域医療支援調整

委員会を定期的に開催した。

・ 小児成育医療支援学講座を通じ、家族対象に医療相談を行うとともに、周産期医療体制を確

保するための調査研究や医療専門職業人を育成するための実習生の受け入れ等により、県下の

医療水準の向上に貢献した。

・ 救急医療センターでは、一次から三次までの診療に応じるとともに、ドクターヘリによる三

次救急医療を行い、へき地の重症患者の救命に大いに貢献した。

・ 高度先進医療の県下中核病院として県内の高度先進医療の中核病院として当医療を県民に広

く提供するとともに、がん診療連携拠点病院としてがん診療の支援を行う医師の派遣を行った

に係る医療従事者への研修を実施し、がん診療の均てん化に努めた。

・ 地元ＮＰＯとの連携により医療サービスを付加した観光企画において、ツアー企画・監修等

を行うとともに、観光医療指導師、観光健康指導士の育成を行うなど、地域の特色を生かした

健康づくりの推進に貢献した。
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（５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、上記の状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 産官学連携推進本部を中心に異業種交流会を立ち上げ、企業と本学の共同研究を行うための

マッチングを促進するための機会を設け、加えてホームページ等による情報を通じ、企業や地

方公共団体からの外部資金を活用した積極的な教育研究活動を展開していることは大いに評価

できる。

（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載４事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 国際交流センターを整備し、センター事務室を設置し、機能の充実と活動の活性化に努め、

ホームページを通じ情報を発信するなど活発な活動を通じ、本年度はハーバード大学など５大

学に教職員１０名、学生１３名を派遣し、海外より教職員９名、留学生８名、学生３名を受け

入れるとともに、ソウル大学医学部、香港中文大学と学術交流協定を締結するなど、活発な行

動は大いに評価できる。しかし、留学生等が多くなるほどその人々のケアのための職員増を将

来考えるべきである。

（・ 国際的な災害救助や医療技術支援については、現在他大学の参加は見られないが、今後の率

先した参画が望まれる大学としての国際交流の一翼を担っていると思われるが、災害救助を含

め、今後も幅広い分野での相互交流の発展を期待する。） （ ）内を提言へ移行

２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化２ 業務運営の改善及び効率化

（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載９事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 産官学連携推進本部長自ら若手企業家の勉強会に出席し、異業種交流会を立ち上げ、産官学

の連携に努めるとともに、理事会直轄組織である地域国際貢献本部及び産官学連携推進本部を

始め、企業企画戦略機構による財政基盤の充実と研究教育基盤の充実・推進に努めている。

・ 複合施設整備検討委員会及び教育棟整備検討会議において、それぞれ基本計画を作成し、教

育研究機関、地域の中核医療機関として現状分析と課題の抽出を行い、将来像に向けての対応

に取り組んでいる。

・ 大学から広く斬新な意見を取り入れるために教育研究審議会を運営するとともに、経営審議

会委員の半数を外部委員とするなど、開かれた大学に努めていることは大いに評価できる。



- 6 -

（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている。。。。））））

年度計画の記載２事項中１事項が、「年度計画を十分に実施している」と認められるが、１事

項について「年度計画を十分には実施していない」と認められ、これらの状況を総合的に勘案

したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 大学法人化に伴い、教育研究組織の改革改善を図るために、学内に多くの委員会・協議会・

審議会等が設置され、それぞれその役割を果たしているが、業務効率化を図るため、今後は改

めて新しい視点での教育研究組織の見直しが必要であると思われる。

（３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載９事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 医学部全教員に任期制を導入するとともに、教員の評価制度について、教員評価委員会の運

営、任期制教員の再任時の評価等の諸課題の検討を行い、本年度より試行したことは特筆すべ

きことである。

・ 平成２２年度までに女性教員の割合を２０％以上にする目標達成に向け、女性医師支援セン

ターを創設し、加えて院内保育所の増築を行うなど、注目に値する。

・ 臨床実習等の指導に協力する医療機関の優れた医療人に対して２名の臨床教授を選任したこ

とは、学部の臨床実習のみならず、卒後臨床研修等の充実を図るものとして評価したい。

（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載３事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 大学運営に必要な情報収集と分析能力の強化を図るため、事務局の中に企画課及び施設管理

課を新設し、治験管理部門を専用スペースに移転を行い、事務処理の迅速化を図った。

・ 昨年に続き、給与計算事務・滅菌業務及び看護補助業務等のアウトソーシングを行ったが、

今後もさらなる点検や見直しを行い、コスト削減する必要が求められる。

３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善３ 財務内容の改善

（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている：Ｃ（やや遅れている。。。。）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる）Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中４事項全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画

を十分に実施している」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施していな
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い」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 科学研究費補助金の獲得額は昨年より３０％の伸び率で約２億３千万円、外部資金でも昨年

度より約４２％の伸びで９億２千万円となり、著しい成果を収めている。

・ 附属病院の収益は昨年に比し約３億４千万円の増収など教職員の並々ならぬ努力がなされ高

く評価したい。

（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中、全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十

分に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ ガス単価の高騰、メンテナンスの費用の増加によりコージェネレーションの運用を見直すこ

とにより、電気、ガスについては２千３百万円のコスト縮減が図られたが、さらに、電気、熱

などエネルギー使用量の削減を期待する。

・ 医療用材料検討委員会における診療材料の削減についての検討や、クールビズ・ウォームビ

ズを徹底するなど、各部署において、教職員に対する経費節減のための意識啓発の取り組みが

行われている。

（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載１事項が、「年度計画を十分に実施している」と認められたことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 定期預金等適切な資金運用が行われている。今後さらなる安全・確実にして高率な運用を模

索していくことを期待する。

４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供４ 自己点検・評価及び情報提供

（１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載６事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 大学評価委員会において、各学部、大学院研究科、附属病院の教育・研究など自己点検を行

うとともに、財団法人大学基準協会による認証評価を受けるために必要な資料の収集及び分析

を行い、加えて学生生活に関するアンケート調査を実施し、自己点検に活用するなど、評価の

充実に向けた努力が見られる。

・ 日本医療機能評価機構の認定を取得されたことは高く評価できる。この取得が最終目標では

なく、今後、年度毎に自己点検・評価し、継続的に目標に向かって改善していく必要がある。
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（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 教育・研究の諸活動について自己評価し、その報告書に基づいて教育研究審議会、経営審議

会、理事会で審議した。

５ その他業務運営５ その他業務運営５ その他業務運営５ その他業務運営

（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載８事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 建物・施設の老朽化等の検証とともに、地域医療推進センター整備基本計画の策定や紀北分

院の基本設計を作成するなど、施設整備の充実に向けて前進した。

・ 図書館及び生涯研修・地域医療支援センターを広く医療関係者に開放している。

（２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載６事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 健康管理センターを設置し、産業医１名、職員１名を配置するとともに、衛生工学衛生管理

者を選任し、安全管理体制が整備されている。今後の活動に期待したい。

（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重

【評定【評定【評定【評定】】】】：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる：Ａ（順調に進んでいる。。。。））））

年度計画の記載７事項中全てが、「年度計画を上回って実施している」又は「年度計画を十分

に実施している」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】

・ 人権同和研修会に１，１９５名が参加するとともに、各学部において、倫理学、生命学等の

講義を通じ、生命の尊さ、基本的人権の尊重等教育啓発に努めている。

・ 学内のハラスメント対策として、職員等相談処理規定を制定した点は評価できるが、相談手

続について、さらに具体的な指針等を定め、相談員の研修等を行う必要があると思われる。

・ 倫理委員会に外部委員を任命した点は、一定の進歩であるが、未だ外部委員の比率（１６名

中２名）が低い。
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＜資料＞＜資料＞＜資料＞＜資料＞

○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿 （五十音順、敬称略）○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿 （五十音順、敬称略）○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿 （五十音順、敬称略）○ 和歌山県公立大学法人評価委員会 委員名簿 （五十音順、敬称略）

氏 名 役 職 等

茨 常 則 日本医療文化化研究会 主宰

佐 藤 エキ子 聖路加国際病院 副院長・看護部長

島 岡 ま な 大阪大学大学院高等司法研究科 教 授

◎ 月 山 和 男 月山病院 院長

橋 本 佳 明 上尾中央総合病院 生活習慣病センター長

林 宏 元株式会社紀陽銀行 専務取締役

（注）◎印は委員長

○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○ 業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況

・第１回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２０年７月 １日開催

・第２回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２０年８月 ５日開催

・第３回和歌山県公立大学法人評価委員会 平成２０年８月１９日開催

○ 大学収容定員等（平成１９年４月１日時点）○ 大学収容定員等（平成１９年４月１日時点）○ 大学収容定員等（平成１９年４月１日時点）○ 大学収容定員等（平成１９年４月１日時点）

収容定員（人） 収容数（人）

医学部 ３６０ ３６４

保健看護学部 ３３６ ３３６

医学研究科

修士課程 ２８ ３１

博士課程 １５７ １１２

○ 教職員数（平成１９年６月１日時点）○ 教職員数（平成１９年６月１日時点）○ 教職員数（平成１９年６月１日時点）○ 教職員数（平成１９年６月１日時点）

総 数 （人） １，３２７

教員 ３２３

事務職員 ８８

技術職員 ７

現業職員 ４５

医療技術部門職員 １４８

看護部門職員 ７０２

研究補助職員 １４

（出典）平成１９年度和歌山県立医科大学概要


